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シリン耐性菌が 2017 年には 63.6％と上昇していた.キノロン薬間では, 
moxifloxacin (MFLX)と他の 5種類の MICを比較すると,MFLXは感受性不良であ
った.MFLXでは 2013 年以降ほぼ毎年, 低感受性株が検出されていた.一方, 
sitafloxacin (STFX)に対しては低感受性株がなかった. MFLX低感受性 17株の
うち.8株が GyrAのみに変異(Ser84Leu),2株は ParC のみに１か所の変異
（Ser84Ileあるいは Gly82Arg),１株は GyrA の変異(Ser84Leu)と ParCに変異
(Ser84Ile)を持っていた.<結論>インフルエンザ菌においてペニシリン耐性が
進んできており,キノロン薬間での MICにも違いがみられることから,今後は薬
剤感受性結果に留意した治療計画が必要である. 
